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1．はじめに 

 

子ども科学技術人材育成事業（以下「本事業」という。）は、沖縄県の科学技術、産業の振興・発展を

担う科学系人材の育成を目的に、県内の子ども達（未就学児から高校生まで）を対象に、沖縄科学技術大

学院大学（以下「OIST」という。） 等の大学や研究機関、企業等と連携し、成長段階に応じた体験学習型

の科学教育プログラムを実施することにより、科学に対する興味・関心や科学的思考の向上及び科学技

術に関するキャリアデザインを描く機会を創出する。本報告書は、本事業における令和 5 年度の実施内

容をまとめたものである。 

 

2．全体概要 

2.1 事業目的 

OIST 等の高等教育機関、研究機関、企業等との連携により、未就学児童から高校生までの成長段階に

応じた科学体験プログラムを実施し、科学技術への興味・関心や科学的思考の向上に繋げる取組を創出

することで、将来の沖縄県の科学技術、産業の振興を担う科学技術人材の育成に寄与することを目的と

する。 

 

2.2 事業内容 

本事業の主な実施項目は以下のとおりである。 

(1)県内の未就学児から高校生までを対象とした科学体験プログラムの実施 

①中学生及び高校生を対象としたハイレベル型体験プログラム※1 

②未就学児から高校生を対象としたボトムアップ型体験プログラム※2 

※1：ハイレベル型体験プログラム 

科学技術への興味・関心が高く、学習に意欲的な学生を対象に、昨今の科学技術の動向に即し

た科学教育講座等を実施することにより、科学技術に対する意欲、能力の向上を目的としたプ

ログラム。 

※2：ボトムアップ型体験プログラム 

身近な物事や事象を紐付けてわかりやすく、子ども達へ科学技術に触れる機会を創出し、科学

技術に対する面白さや楽しさ、不思議さを喚起させる事を目的としたプログラム。 

 

(2)科学イベントの実施 

①小学生を対象としたボトムアップ型科学イベントの実施 

②中学生及び高校生を対象としたボトムアップ型科学イベントの実施 

③科学技術啓発期間とした科学技術に関連する県内イベントの周知 

2.3 実施体制 

 本事業は、一般財団法人沖縄県公衆衛生協会が受託し、事務局として運営を統括した。また、県内の大

学・研究機関、企業等とのプログラム開発に関する連携や、開催地の教育委員会への後援・協力依頼を通
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して円滑に事業を遂行した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 事業実施スケジュール 

 

  

①個別プログラムの企画・運営

講師との調整

広報

実施

アンケート集計

②科学イベントの企画・運営

イベント内容の検討

講師との調整

実施先施設との調整

設営業者との調整

広報

実施 ★ ★ ★ ★

アンケート集計

③科学技術啓発期間の企画・運営

掲載イベントの募集

イベント情報整理

広報

LINEでの情報発信

④その他

HPの運用

LINEの運用

実績報告書の納品 ★

項目 6月 7月 8月 9月 10 月 11月 12月 1月 2月 3月

沖縄工業高等専門学校 

 

琉球大学 

(一財)沖縄県公衆衛生協会 

国際海洋環境情報センター（GODAC） 

 

沖縄科学技術大学院大学（OIST） 

 

（一財）沖縄美ら島財団 

 

その他 県内企業 

 

沖縄県 

委託 

連携 
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3．県内の未就学児から高校生までを対象とした科学体験プログラムの実施 

3.1 各プログラムの応募者数及び受講者数について 

 

 

  

()は離島からの参加者数

各 計 各 計

1 遺伝子コース 8 8

2 情報工学コース 8 5

3 生態学コース 8 8

4 脳科学コース 8 8

5 生態学コース 5 5(2)

6 ロボット工学コース 5 5

7 感染症・免疫学コース 5 5(1)

8 畜産学コース 5 5

9 8月23日 世界が驚くOISTへ行ってみよう！見てみよう！ 20 63 19

10 10月1日 ナマコ博士と行く、イノー探索！ 20 23 10

11 12月2日 ドローン＆プログラム体験！テクノロジー×社会の関わりを知ろう！ 20 23 20(1)

12 9月10日 土から抗生物質を作る微生物をみつけよう！ 20 63 19(2)

13 10月29日 学芸員と一緒に川探索をしよう！ 20 46 20

14 1月21日 植物と光化学の不思議 20 39 19(1)

15 11月25日 望遠鏡で月を観察しよう！ 20 306 19

16 2月4日 瀬底島にある海の研究施設を探れ！ 20 194 21

17-24 プログラミングコース　（8回） 8回 127

25-29 物理コース　（5回） 4回 228

30-32 光化学コース　（3回） 4回 79

33-36 台風コース　（4回） 4回 181

37-40 乳酸菌コース　（4回） 4回 76

41 7月7日 サイエンステックキャラバンin粟国 46

42 7月18日 サイエンステックキャラバンin座間味 41

43 7月19日 サイエンステックキャラバンin阿嘉・慶留間 41

44 8月13日 サイエンステックキャラバンin久米島 76

45 9月6日 サイエンステックキャラバンin渡嘉敷 84

46 10月28日 サイエンステックキャラバンin南大東 101

47 11月11日 サイエンステックキャラバンin多良間 83

48 11月27日 サイエンステックキャラバンin竹富 43

49 11月28日 サイエンステックキャラバンin西表 105

計 1,507

109

148

500

コース・プログラム名 定員
申込数

16

38

22

36 36

29

20(3)

参加人数

1,311

49(1)

58(3)

40

8月～2月
本

島

離

島

1弾128

2弾 85

（団体）

213

（団体）

10月7日-9日

1月21日,

 27日, 28日

9月16日-18日

対象 実施日No

小学校

高学年

高校生

中学生

未

就

学

児

か

ら

小

学

校

低

学

年

ボ

ト

ム

ア

ッ

プ

型

高校生

中学生

ハ

イ

レ

ベ

ル

型
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3.2 中学生及び高校生を対象としたハイレベル型体験プログラム 

 沖縄県内の科学に対する意欲・能力の高い中学生及び高校生（高専生）を対象としたハイレベル型体験

講座として、科学技術、研究開発に関係する大学、研究機関、企業等と連携して、3 日間のプログラム「サ

イエンステックカレッジ」を実施した。本プログラムでは、最先端技術の研究や産業に触れる機会の創

出、科学的視点における視野の拡大を目指し、科学技術の専門的知識の習得と同時に、(Ⅰ)論理的思考力

の育成、(Ⅱ)批判的思考力の育成、それらの思考力を活用した(Ⅲ)コミュニケーション能力の育成に重

点を置いた展開で実施した。「サイエンステックカレッジ」における科学教育プログラムは、OIST、琉球

大学、名桜大学、中央大学、株式会社 OCC より講師を招へいし、実施した。 

 なお、受講者の決定には各コース指定のテーマにて小論文を提出してもらい、講師らによる選考によ

って決定した。 

 

3.2.1 高校生を対象としたハイレベル型体験プログラムの報告 

（1）広報・周知 

チラシ・ポスターを作成し県内の高等学校、教育委員会、図書館等へ配布と、公式 LINE を通して周

知を行った。 

 

   

夏の部（チラシ 7000 部/ポスター200 部）    冬の部（チラシ 7000 部/ポスター100 部） 
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（2）各コースの実施内容・様子 

A）遺伝子学コース -夏の部実施 

テーマ ゲノム編集がもたらす未来について考えよう 

講 師 

琉球大学 熱帯生物研究センター 准教授 高江洲 義一 氏 

琉球大学 農学部亜熱帯生物資源科学科 准教授 稲福 征志 氏 

 

特別外部講師（オンライン）：リムコ株式会社 中原 雄一 氏 

受講生数 8 名 （1 年生 4 名 2 年生 3 名 3 年生 1 名）※インフルエンザにより 2 名欠席 

会 場 
1 日目 2 日目 3 日目 

琉球大学分子生命科学研究施設 琉球大学農学部 101 室 

概 要 

遺伝子やゲノム編集について実験を通して学び、農学分野や医療分野におけるゲノム編

集技術のあり方についてディスカッションを通して考える。そして、ゲノム編集技術が

もたらす未来について考える。 

内 

容 

AM 

オリエンテーションと自己

紹介を行った後、座学にて、

遺伝子について基本事項を

学んだ。 

ゲノム編集番組を視聴後、

前日の復習を行った。その

後の特別講義では遺伝子組

換えカイコによるタンパク

質製造等について学んだ。 

ゲノム編集番組を視聴し、

ゲノム編集が難病の治療に

効果的なことと倫理的にど

こまで許されるのかグルー

プディスカッションを行っ

た。 

PM 

実験室へ移動し、ピペット

マンの使い方の練習後、制

限酵素を使って DNA を切

る実験を行い、結果をもと

に考察、検討した。 

CRISPR/Cas9 の解説と共

に、CRISPR/Cas9 の医療分

野への応用や農業分野への

応用について学んだ。 

ゲノム編集の映画視聴後に

グループディスカッショ

ンを行った。始めに農業分

野について話し合い、その

後医療等の分野についてデ

ィスカッションを深めた。 

様 子 

遺伝子の基本事項を座学で

学んだあと、実験室では白

衣と手袋を着用し、少し緊

張した様子が見られた。ピ

ペットマンの練習後に制限

酵素を用いて DNA を切り、

電気泳動法で DNA の観

察を行った。慣れない作業

に苦戦していたが、講師・TA

が側に付いていたので、す

ぐにアドバイスを聞くこと

が出来、問題なく進めるこ

とが出来た。電気泳動の結

果から考えられる制限酵素

地図を作成し発表した。各

ペアとも異なる結果が出

て、実験の難しさを感じて

いる様子が見られた。 

オンライン形式で特別講義

が設けられ、体調不良の 2名

も加わり（オンラインだけ

でも参加要望有）10 名揃っ

ての講義となった。2 名につ

いては特別講義だけでも参

加が出来てとても喜んでい

る様子だった。講師より課

題として与えられた「医療/

農業等へのゲノム編集の影

響について」全員でディス

カッションし、まとめたも

のを発表した。受講生から

は、「自然ではない新しいア

レルギーが生まれるのでは

ないか」「土壌のことまで考

えるとどこまで管理が必要

か」等の意見が出ていた。 

ゲノム編集の倫理的な部分

について「デザイナーズベ

イビー」を例に難しさや責

任について悩みながらも真

剣にグループディスカッシ

ョンを行った。生死に関わ

る問題については解決すべ

きではないか、その場合、生

死に関わる期間とは 1年か、

30 年なのか等の意見が交わ

されていた。 

また、講師陣によるキャリ

アパスの講話では、講師た

ちも試行錯誤しながら現在

の研究職に就いている等の

内容となり、受講生は進路

についての参考にしている

様子が見られた。 
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B）情報工学コース -夏の部実施 

テーマ チームで Web アプリケーションを開発しよう 

講 師 株式会社 OCC 技術開発連携室 室長 松村 隆 氏 

受講者数 5 名 （1 年生 3 名 2 年生 2 名 3 年生 1 名） 

会 場 
1 日目 2 日目 3 日目 

シナジールーム シナジールーム シナジールーム 

概 要 
JavaScript を用いて基本的なプログラミング概念を理解しながらソースコードの管理や

解読、Web アプリケーション開発などを行う。 

内 

容 

AM 

プログラミング学習に必要

な環境設定として Gmail ア

カウントの設定後、タイピ

ング測定サイトでのタイピ

ング練習を行った。その後、

プログラミングの歴史

（1940 年代～現在まで）に

ついて、動画にて学習した。 

1 日目の復習の後、プログラ

マーになることの意義、メ

リットについて、講師の体

験をもとに講話が行われ

た。その後 GitHub の環境を

元に、PC へ講師が作成した

コードを写し、実行、コード

の内容の質疑応答を通じ

て、JavaScript の基礎を学

習した。 

Discord を Web 上に構築・

実行した後に、サーバーと

クライアントの役割や、プ

ログラミング開発における

ライブラリー（プログラム

資産）の重要性を学んだ。更

に受講者が普段みている

Web ページを解析するこ

とで、どんな技術が使われ

ているかを学習した。 

PM 

Web アプリケーションの

一 つ で あ る JavaScript 

Progate（プログラミング

の学習用サイト）を用いて

学習した。2 日目以降の学習

で使用する GitHub アカウ

ントを作成し、最終日の報

告に用いるマークダウン記

法（テキストの装飾方法）を

学習した。最後に、一日の学

習結果を振り返るディスカ

ッションにて、講師とのプ

ログラマーという仕事に関

する質疑応答が行われた。 

講師が作成したコードにつ

いて、入力値等を変えると

どんな変化が起きるかを試

行した。また、プログラミン

グのデバッグ（誤りを修正

する作業）にて用いるデバ

ッガの使い方を実習した。 

さらにテトリスのコードの

解析や Web サイトの表示

等を通して JavaScriptの内

容を学んだ。また、コードの

実行に際してエラー等が出

たが、エラーへの対応を通

じて学習を深めた。 

講師より、プログラマーと

しての心構えや、これから

活躍するために専門性、多

様性を磨くこと等のアドバ

イスが行われた。その後、3

日間で学んだこと、これか

らの抱負等について、各受

講生が５分間の成果発表と

質疑応答を行った。 

様 子 

とても集中して講師の話を

聞いており、Progate によ

る JavaScript の学習では、

特に集中しており、進度も

とても速いように感じられ

た。参加者により差異はあ

るが、全員がプログラミン

グに関わる進路を模索して

いることから、講師との質

疑応答でも、プログラマー

という仕事の内容（収入、開

発期間等）について、熱心に

質問する姿が見られた。 

昨日と同様に、全員が真剣

な面持ちで受講していた。

コードに関する質疑応答で

は、熱心に講師に質問し、疑

問点を解消していた。PC や

コードが想定したように動

かなかったときに、どうす

れば解決できるかを、単に

講師に質問するだけでな

く、自分で調べる様子も見

られた（講師からはネット

等での検索の仕方も紹介さ

れた）。 

Web ページの解析等、３日

間で学んだ内容を駆使し

て、各自が真剣に取り組ん

でいた。午後の発表では、各

受講生ともに、プログラミ

ングを学習する上でのポイ

ント等を説明できていた。

さらに今後の進路や実現の

ための具体策についても考

えられており、本講座を通

じて、成長したことが窺え

た。 
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C）生態学コース -冬の部実施 

テーマ 沖縄の生物分布から学ぶ生態学！ 

講 師 沖縄科学技術大学院大学 進化ゲノミクスユニット 博士課程 菊池 顕生 氏 

受講者数 8 名 （1 年生 4 名 2 年生 4 名） 

会 場 
1 日目 2 日目 3 日目 

末吉公園、OIST 県民の森、OIST OIST 

概 要 
シロアリを中心とした沖縄の生物を調べて、その分布や環境耐性について調べることで、

外来種の脅威や生態学について学ぶ。そして、沖縄の生態系や保全について考える。 

内 

容 

AM 

末吉公園にてシロアリの採

集を行った。沖縄に棲息す

るシロアリや、末吉公園に

定着している外来のシロア

リ、シロアリの自然界での

役割についてなど解説を受

けながら、シロアリのコロ

ニーを探し、巣となってい

る木を採集した。 

県民の森にて 1 日目とは異

なる 2 種のシロアリ採集を

行った。寒さと乾燥のため、

多くは採集することができ

なかったが、末吉公園とは

また異なる生物相の話を聞

きながらの採集となった。 

2 日目の実験結果を観察、解

析し、どの種が一番巣作り

の効率がいいのか比較し

た。3 日間の全ての実験結

果を考慮し、使用したシロ

アリの中で、もしも本土に

移入した場合、侵略的外来

種になるのはどの種か考察

しまとめた。 

PM 

研究者について簡単なディ

スカッションを通して学ん

だ。その後、採集した 2 種

のシロアリと、講師が事前

に用意した 4 種のシロアリ

で、①物理的に強い種②環

境変化に強い種はどれか 2

チームに分かれて実験を行

った。 

1 日目に準備した実験の結

果を観察し、ディスカッシ

ョンをしながらどの種が侵

略的外来種になりうるか考

察した。また、それぞれのシ

ロアリがどのように、そし

てどのくらい効率よく巣を

つくるのか実験し、1 晩おい

た。 

午前でまとめた内容をスラ

イドにし、発表準備を行っ

た。その後発表を行い、保護

者 5 組が見学した。 

様 子 

最初はシロアリに対して、

家屋を食べる「害虫」という

イメージが強かったが、フ

ィールドワークを通してシ

ロアリの自然界での役割

や、生存戦略について学び、

イメージが変化する様子が

見られた。また、採集に関し

ても、安全対策や自然への

配慮も学び、一層研究者に

ついて理解を深める様子が

見られた。 

シロアリの採集にも慣れた

様子で、それぞれが採集に

熱中する様子が見られた。1

日目の実験結果からは、兵

アリの役割がアリに無力な

のはなぜなのか、進化の歴

史も学びながら講師と一緒

に考察する様子も見られ、

積極的に意見交換を交わす

様子が見られた。 

1 匹あたりの形成効率が良

かったのは体サイズの一番

大きい種だったが、コロニ

ーあたりでは小さなイエシ

ロアリが 1 番で、なぜ侵略

的外来種と呼ばれているの

か納得する様子が見られ

た。また、意外な種が今後脅

威になる可能性が見え、幅

広い種で検証することの大

切さを実感し、継続して検

証したいという声もあっ

た。 
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D）脳科学コース -冬の部実施 

テーマ 運動学習を科学しよう！ 

講 師 

沖縄科学技術大学院大学 

認知脳ロボティクス研究ユニット 博士課程 福島 瑠唯 氏、澤田 拓希 氏 

神経生物学研究ユニット 博士課程 南部 美友 氏 

神経計算ユニット 博士課程 朝永 スタッシュ 氏 

身体性認知科学ユニット 博士課程 髙田 一真 氏 

受講者数 8 名 （1 年生 6 名 2 年生 2 名） 

会 場 
1 日目 2 日目 3 日目 

OIST 

概 要 
ダーツとナーフガンを用いた運動実験を行い、脳の解剖学や運動野について学ぶ。そし

て、運動機能の学習と最適化するまでの過程について考える。 

内 

容 

AM 

簡単な自己紹介の後、アイ

スブレイクとして２人１組

で相手の脳科学に興味を持

った理由を皆に紹介する他

己紹介を行い、「科学と

は？」と題して講義を行っ

た。 

1 日目の振り返りの後、ナー

フガンとダーツのチームに

分かれて 1 日目に決めた研

究テーマについて仮説をた

て、ディスカッション、進捗

報告、質疑応答を行った。 

 

1 日目・2 日目の振り返りと

2 日目の進捗報告に対して

の講評の後、追加の実験や、

解析、最終の進捗報告、質疑

応答を行った。 

PM 

逆さメガネやラバーハンド

イリュージョンのデモで不

思議な現象を体感した後、

模型を使いながら脳の基本

構造や運動科学について座

学を行った。実験器具（ダー

ツとナーフガン）を体感し

ながら自分が研究したい実

験器具を選択後、2 チームに

分かれ、今後の研究テーマ

について各チームでディス

カッションした。 

講師の研究室を見学した

後、昼前の進捗報告の質疑

応答や講師のアドバイスを

もとに、グループディスカ

ッションを行い、実際の実

験でデータを集め、解析、2

日目の進捗報告、質疑応

答を行った。 

3 日間の研究内容をスライ

ドにまとめ、発表準備を行

った。 

その後、チーム毎に発表と

質疑応答を行った。 

保護者は２組が見学した。 

様 子 

逆さメガネでは、上下や左

右反転した視界で食べ物を

掴む動作に戸惑う様子が見

られた。ラバーハンドイリ

ュージョンでは実験を行う

側と受ける側の両方を体験

し、ゴムの手が自分の手の

様に感じる錯覚や、実験を

行う側の難しさを体感し

た。研究テーマのディスカ

ッションでは皆で試行錯誤

する様子が見られた。 

ダーツチーム仮説「肘を固

定しても学習応力で上達す

る」、ナーフガンチーム仮説

「効き目のほうが利き手よ

り脳に関与している」とし

て、どのように実験を組み

立てるか試行錯誤する様子

が見られた。また、質疑応答

では全員が質問するため、

質問内容に悩む様子も見ら

れた。 

講師のアドバイスや皆の質

疑応答を参考に、仮説を修

正したり、実験内容を追加

したりする様子が見られ

た。また、発表内容をまとめ

る際にどのようなグラフに

するか、どうすれば聞く側

に内容が伝わりやすいかを

グループそれぞれで工夫し

ていた。短い時間の中で実

験をしたため、今後どうす

ればより面白い実験になる

かも併せて発表した。 
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（3）アンケート結果 

 アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

   

  

感想（抜粋） 

高校生のこの時期にプログラムについてだけではなく、IT エンジニアという仕事であったり、社会に

ついて学べて良かったです。 

自分の興味のある情報工学について学ぶことができてよかった。また、情報だけでなく、今後の進

学などに役立つこともたくさん知ることができて、考えや行動を変えることができて良かった。 

実験や講義、ディスカッションのバランスが良く、楽しく３日間を過ごせた。キャリアに関する講

話も聞け、研究職を目指す自分にとってはとても役に立つお話だった。普通だったら話せないよう

な人とも交流ができ、おもしろいつながりもできた。 

今回のプログラムでずっと知りたかった遺伝子について知ることができたのがとても良かった。そ

して、知識を使って、考えを共有できたことで、新たな発見とかもあって、楽しかったし、すごく

充実した時間をすごすことができて良かった 

3 日間とても楽しかったです。シロアリについてはあまり詳しくなかったので、今回シロアリについ

て多くの知識を得ることができて良かったです。実験を通して面白い発見をできて、また深く考察

できて良い経験ができました。外来種問題についても様々な視点から考えることで、自分が思って

いたよりすごく複雑だと知ることができました。大学でも関連していることについて学んでいきた

いです。 

仮説をつくることの難しさについて知ることができました。また、仮説をつくれても「良い仮

説」を効率的に作ることができずなかなか実験にうつれず大変でした。また、質問をするときにな

かなか良い質問ができなかったので良い質問をできるように勉強しておきたいです。貴重な経験を

させていただきありがとうございました。 



14 

 

3.2.2 中学生を対象としたハイレベル型体験プログラムの報告 

（1）広報・周知 

チラシ・ポスターを作成し県内の中学校、教育委員会、図書館へ配布と、公式 LINE を通して周知を

行った。（発行部数：チラシ 8000 部 ポスター400 部） 
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（2）各コースの実施内容・様子 

A）生態学コース 

テーマ 人新生の沖縄のサンゴ礁生態系を考える！ 

講 師 
沖縄科学技術大学院大学 研究員 中野 義勝 氏 

名桜大学 人間創造学部 准教授 水山 克 氏 

受講者数 5 名 （1 年生 3 名 3 年生 2 名） 

会 場 
1 日目 2 日目 3 日目 

恩納村ふれあい体験学習センター 

概 要 

3 日間を通してサンゴ礁～藻場までの生物生息状況調査や地形の測量を行い、生態系の

変化だけでなく、人と生態系の関係性について学ぶ。そして、沖縄のサンゴ礁生態系と人

との関わり方について考える。 

内 

容 

AM 

サンゴと造礁サンゴの違い

や、なぜ沖縄にサンゴ礁が

広がっているのか、海流や

サンゴの生活史の解説をし

ながらサンゴ礁生態系につ

いて基礎的なことを学ん

だ。 

別種間の骨格の違いや、棲

みかとしてのサンゴについ

て、痕跡のある骨格標本を

用いて観察しながら学ん

だ。また、沖縄における埋め

立ての現状や保全について

レクチャーを受けた。 

海草や海藻について、生活

史や藻場の重要性について

基礎的なことを学んだ。ま

た、サンゴ礁の中でも徐々

に環境が変化していること

が 2 日間の調査からもわか

っており、そういった緩衝

帯の重要性を学んだ。 

PM 

3 日間でどのような調査を

行うのか、水準測量の説

明を行った。その後アウト

リーフ手前のミドリイシが

広がるポイントから手前

50m の調査を行い、最後に

調査結果をまとめ考察し

た。 

1 日目よりも手前のポイン

トで主にキクメイシが広が

る地点から手前 50ｍの調

査を行い、最後に調査結

果をまとめ、1 日目の結果と

も照らし合わせながら考察

した。 

海岸に降りてすぐに広がる

海草藻場の 2地点で 30mと

20ｍの調査をそれぞれ行っ

た。また、調査エリアにてゴ

カイが堆積した砂の山の

数を比較し、砂下の環境の

違いなどについても考察し

た。 

様 子 

1 日目は基礎的な内容であ

ったが、参加者はなんとな

く聞いたことある話でも自

分の知識を確認するように

一生懸命話を聞いていた。 

また、参加者全員、本格的な

調査は初めてだったが、調

査手法の原理をすぐに理解

し、積極的に調査を行って

おり、フィールドでは疑

問をすぐに講師らへ聞く様

子が見られた。 

この日は標本も使いながら

の講義だったが、どの標本

の説明にも興味深く話を聞

く様子が見られた。特に 1つ

のサンゴ群集から採集した

生物たちの標本では、多く

の生物がサンゴを利用して

いる事実に改めて驚く様子

が見られた。調査では 1 日

目に確認したサンゴについ

ては、すぐに区別し、手際よ

く見分ける様子が見られ

た。 

最終日は藻場だったため、

最初は一見、生物が見当た

らず少し興味が薄い様子だ

ったが、藻場の役割の説

明を聞き、実際に目にする

ことで、海から上がる時間

になって帰るのを惜しむ様

子も見られた。優占種が違

うことで環境にどのような

違いがあるのか、また、それ

によってまわりに棲息する

生物にどのような違いがあ

るのか講師らの問いに答え

ながら緩衝帯の重要性を理

解していく様子が見られ

た。 
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B）ロボット工学コース 

テーマ ロボットを知ろう、ロボットを作ろう！ 

講 師 中央大学 研究開発機構 機構助教 車谷 駿一 氏  

受講者数 5 名 （1 年生 1 名 3 年生 4 名） 

会 場 
1 日目 2 日目 3 日目 

シナジールーム シナジールーム シナジールーム 

概 要 
ロボットの定義や、人間社会とロボットの関りについて、工作を通して学ぶ。そして、最

後には自分自身でロボットの構想・設計・制作を行う。 

内 

容 

AM 

ロボットの定義、社会で活

躍するロボットの紹介、ロ

ボットの構成要素の説明の

後、講座で使うマイコン

Arduino について、LED ラ

ンプの点灯体験を通じて解

説が行われた。 

前日に学習したセンサーと

アクチュエータを用いて、

ロボットハンドの製作を行

った。工作キットから、ニッ

パーを用いてパーツを切り

出し、ロボットハンドを製

作した。また、モータの回

転を下げる減速機の仕組

みを学習した 

受講生が考えた作りたいロ

ボットについて、講師のア

ドバイスに基づき製作が行

われた。ロボット開発で行

われる PDCA 手法や不具合

時の検証方法等について、

体験を通じて学習した。 

PM 

Arduino にモータやサー

ボを接続し、プログラムを

通じて動作させる体験を行

った。Arduino に接続でき

る超音波センサー等につい

て作動体験を行った 

実社会で車のワイパー等に

も使われているリンク機構

について学習した。次に目

の前にある物を掴むロボッ

トの製作を通じて、ロボッ

ト開発の基礎を学んだ。 

午前中に引き続き、ロボッ

トを製作した。講師と TA の

助力もあり、全員がロボッ

トを完成させた。最後に製

作したロボットを受講生が

説明する発表会が行われ

た。 

様 子 

参加者の関心が高いため

か、電子回路のつなぎ方を

はじめ、プログラムの動作

方法等、難解な内容にも関

わらず、熱心に聞き入り、講

師が教えた通りに実行して

いた。また、理解が難しい箇

所については、積極的に講

師や TA に質問する様子が

見られた。 

ロボットハンド作製時のパ

ーツの切り出し等、少し難

しい工作でも講師や TA の

助けを借りながら作業をこ

なす様子が見られた。また、

初日よりもより積極的に質

問しており、プログラムコ

ード（Ｃ＋＋）の内容等を受

講者同士で相談しあい疑問

点を解消する様子も見られ

た。 

各受講生が自分のアイデア

に基づき、全員がロボット

完成させた。発表会では、講

師が示した以下の項目に従

って全員が発表した。 

・なぜこのロボットをつく

ろうと思ったか 

・どんなロボットか、何を 

するロボットか 

・特にアピールしたいポイ

ント 

・ロボットが動く際に注目

してほしい点 

・ロボットの実演（デモンス

トレーション） 

発表を聞いた受講者は、ロ

ボット製作やプログラミン

グで工夫した点等を積極的

に質問していた。 
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C）畜産学コース 

テーマ 糞便検査で放牧山羊の寄生虫感染を調べてみよう！ 

講 師 

琉球大学 農学部 助教 波平 知之 氏 

琉球大学 農学部 技術職員 屋良 朝宣 氏 

 

特別講師：琉球大学 医学部 准教授 市瀬 広武 氏 

受講者数 5 名 （1 年生 1 名 3 年生 4 名） 

会 場 

1 日目 2 日目 3 日目 

琉球大学農学部付属千原フィールド  
琉球大学農学部付属千原フィールド 

農学部本館 456 室(実験室) 

琉球大学農学部付属千原フィールド 

農学部本館 456 室(実験室) 

概 要 
家畜の体型測定や取り扱い方、畜舎管理など実習を通して畜産学について学ぶ。また、糞

便検査や貧血検査など、畜産研究についても体験する。 

内 

容 

AM 

ヤギ特有の「集団性と引っ

張られる力」を体験させ、ヤ

ギの取り扱い方法を学ん

だ。2 日目以降の糞便採取と

採血を行うヤギを各自で選

び、体重測定と目蓋下の色

（FAMACHA チェック）か

ら貧血検査を実施した。 

ヤギの体重測定を各自にて

実施した。各自で測定した

体重と TA が 1 週間前に測

定した体重を比較し、現時

点での健康状態について評

価した。また、ヤギの直腸か

ら新鮮糞を採取し、糞便の

状態などについて解説を受

けた。 

各自で調査したヤギの寄生

虫感染の状態を EPGのみで

考察した。その後、血液検査

の目的と最終的なヤギ健康

状態を評価する方法につい

て学んだ。畜舎では、ウシの

頸静脈からの採血方法を見

学してから各自調査してい

るヤギから採血した。 

PM 

市瀬講師（獣医師）による動

物実験講習会を実施した。

生態系における one world 

one healthのためのバラン

ス、多種多様な感染症との

付き合い方、アニマルウェ

ルフェアのための 3R と５

F、実験動物について、遺伝

子操作の動物実験例、動物

の苦痛度、アレルギーや野

生化したヤギの事例などで

の説明を受けた。 

実験室にて、ショ糖遠心浮

遊法を用いた糞便検査を実

施した。ヤギの健康被害（貧

血や下痢など）をもたらす

捻転胃虫の虫卵数の測定と

コクシジウムオーシストの

有無について顕微鏡にて観

察した。虫卵数の計測後は、

EPG (Eggs per gram)を算

出し、調査したヤギの寄生

虫感染症の程度について解

説を受けた。 

貧血度を示すヘマトクリッ

ト値を算出する実験をし

た。また、血液分析装置を用

いて総タンパク質（TP）、総

コレステロール、γ-GTP、ア

ルブミンを分析した。 

3 日間で収集した体重、EPG

および血液分析の結果か

ら、調査したヤギの寄生虫

感染症の感染度について考

察・評価した。 

様 子 

ヤギやウシの力は強く、引

っ張られることもあったが

怖がることもなく、散歩や

体重測定、貧血検査など、積

極的に動物たちとふれあ

い、家畜の取り扱いについ

て楽しく学んでいるようだ

った。動物実験講習会では

難しい内容の話だったが市

瀬講師の話を真面目に聞

き、気になる事、疑問事項を

積極的に講師へなげかける

様子が見られた。 

当初、直腸からの糞の採

取を参加者が実行できるの

か不安であったが、抵抗な

く組む様子が見られた。糞

便検査では、初めは慣れな

い様子だったが講師、TA に

教わりながら熱心に顕微鏡

で捻転胃虫の有無の確認を

していた。虫の数は、少なか

ったり、少し多かったりと

個体によって違いがあり、

参加者同士で、比較する様

子が見られた。 

ヤギの採血では、ウシに比

べてヤギの頸静脈は細い

為、難易度が高かったが、講

師や TA の補助を受けなが

ら集中して真剣に取り組む

様子が見られた。 

3 日間の実験で出た数値結

果を黒板にまとめ、ヤギた

ちの健康状態について考

察を行った結果、今回調べ

たヤギでは、健康状態の悪

い個体はなく、受講生、講師

たちは安心した様子が見ら

れた。 
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D）感染症・免疫学コース 

テーマ 病原性微生物を正しく理解し、正しく怖がろう！ 

講 師 

琉球大学 熱帯生物圏研究センター 准教授 梅村 正幸 氏  

琉球大学 農学部 亜熱帯農林環境学科 准教授 金野 俊洋 氏  

 

特別外部講師：RePHAGEN 株式会社 代表取締役 村上 明一 氏 

受講者数 5 名 （1 年生 1 名 2 年生 1 名 3 年生 3 名） 

会 場 

1 日目 2 日目 3 日目 

琉球大学熱帯生物圏研究センター 

s110 講義室 

農学部本館 439 顕微鏡前室 

琉球大学熱帯生物圏研究センター 

s110 講義室・N304 実験室 

RePHAGEN 社 会議室 

琉球大学熱帯生物圏研究センター 

s110 講義室・N304 実験室 

農学部本館 439 顕微鏡前室 

概 要 
菌類の培養やグラム染色を通して、感染症と微生物について学ぶ。また、感染症の医薬品

開発研究について現場見学も行い、病原性微生物について学びを深める。 

内 

容 

AM 

感染症と微生物の基礎知識

について講座を行い、午後

に行う実験内容のグラム染

色、パームチェック法につ

いての説明を行った。 

座学にて遺伝子についての

基礎知識・PCR 法について

遺伝子の増幅等を学び PCR

法での DNA 増幅を行った。 

その後 RePHAGEN 社に移

動した。 

前日の PCR 法で増幅した

DNA について、電気泳動を

用いて、実際に増幅してい

るのか確かめた。 

その後座学にて生体防御学

論を学んだ。 

PM 

実験のために農学部本館の

顕微鏡室に移動した。初め

に施設の機器についての説

明を行い。実験の手順を説

明しながら①皮膚に付着し

ている細菌/真菌類の培養、

②口腔内細菌のグラム染色 

を行った。パームチェック

の機器解析については時

間を要するため 3 日目に結

果確認を行う。 

RePHAGEN 社にて特別講

義を行った。抗体とファー

ジ、薬剤耐性菌問題、感染症

に対する医薬品開発研究へ

の道のりについて学び、そ

の後施設内にてバクテリオ

ファージを利用した抗菌

剤・ワクチン材料の開発現

場を見学した。 

初日に行ったパームチェッ

クの結果（皮膚に付着して

いる細菌/真菌類の検出） 

を検証した。その後顕微鏡

で観察したい虫や植物等を

採取し、顕微鏡で観察を行

った。その後、感染症に対す

る予防などの対策等につい

てディスカッションを行っ

た。 

様 子 

パームチェックの実験では

どういう結果が出るか考

察を行う様子が見られた。 

グラム染色の実験では慣れ

ない作業に苦戦していた

が、講師・TA の補助の下、

最後まで作業を無事終える

ことが出来た。子ども達は

自分の口の中の細菌を顕微

鏡で見て興味津々であっ

た。 

PCR の実験については、慣

れない器具の使い方に戸惑

う様子も見られたが、講師

のわかりやすい説明で問題

なく終え、遺伝子について

の知見も深まる様子が見ら

れた。 

特別講義の RePHAGEN 社

にでは、初めての専門施設

への見学が出来てとても興

奮している様子で、講師の

説明についても集中して聞

いていた。 

初日に行ったパームチェッ

クの実験結果について、自

分たちの手から増殖した細

菌を見てとても驚いてい

た。講座の最後に行われた

ディスカッションでは、ど

のような感染症があるか、

その予防にはどういったも

のがあるかが話し合われ、

やはり手洗いが大事だとい

う意見が出ている中、講師

から自己免疫も大事だとい

うことが付け加えられた。 
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（3）アンケート結果 

 アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

  

  

 

感想（抜粋） 

間近でサンゴに生息している生物を見れて良かったです。白化はまだ死んでいるといわないことにびっ

くりした。サンゴ礁で起っている問題は人間が埋め立てや護岸、道路工事による地形改変など、自然現

象では病気によるサンゴの減少があることが分かった。 

今日のプログラムで、３日間って早いなあって思いました。恩納村の海初めて入ったけど、サンゴの村

と言うだけあってすごくきれいで、カラッパとかウミウシとか珍らしい生き物がたくさんいて、いい海

だなって思いました。サンゴの情報もできるだけたずさえていたつもりだったけど、新しい情報がいっ

ぱいあってとてもよかったです。またこのような気かいがあれば、参加したいです。 

とても勉強になりました。また自分一人で十分にプログラミングできる技量はありませんが、ある程度

arduino の C++のプログラミングの方法のおおわくは握めたので良い機会になりました。今回は作る

ことに集中しましたが、これから大学の理科や数学などの知識を応用するのを目指します。 

ヤギの糞や血液を使った実験もすごい楽しかったですし、市瀬さんの講義もおもしろかったです。大学

にこういう活動をしている学部があるんだ！と思ったし、実際に体験して具体的に何をしているのかが

知れてとても良かった。またこのようなプログラムに参加したいと強く思いました。 

先生たちの教え方は私にとってとても分かりやすく、新たな学びを得ることができたと思います。感染

症の正しい学び方を生かして、自分で予防したり、他のことについても知識に入れていきたいと思いま

した。そして RePHAGEN 社に行けてとても良かったと思います。今私たちがやっている科学の基本は

将来に約に経ったりすることを実感でき、勉強を頑張りたいと思いました。私はこういう科学に関係す

る体験プログラムには初めてでしたが、今足りない知識を得ることができ、感銘を受けました。 
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3.3 未就学児から高校生を対象としたボトムアップ型体験プログラム 

未就学児から高校生を対象に、科学技術、研究開発に関連する大学等の高等教育機関、研究機関、企業

等と連携して、各対象年齢に応じ、身近にある物や事象を科学の切り口で解説した科学工作等の出前プ

ログラムや、フィールドワークや実験、施設見学等のボトムアップ型体験プログラムを実施した。対象に

よっては、学校にて理科科目が始まっている年齢層であることもあり、既に理科科目に対して苦手意識を

持つ生徒もいる可能性があるため、参加しやすいよう遊びの延長としてプログラムを実施した。そして、

プログラムの中でさりげなく理科や科学技術の楽しさへの気づきとなる展開を図り、漠然とした科学技

術への抵抗感の払拭を目指した。これらの科学教育プログラムは、OIST、琉球大学、（一財）沖縄美ら島

財団、沖縄工業高等専門学校、株式会社 OCC、沖縄ヤクルト株式会社より講師を招へいし、実施した。 

なお、実施先及び受講者の決定は抽選により公平に決定した。 

 

3.3.1 高校生を対象としたボトムアップ型体験プログラムの報告 

（1）広報・周知 

各プログラムでチラシ・ポスターを作成し県内の高等学校、教育委員会、図書館へ配布と、公式 LINEを

通して周知を行った。 

 

  

OIST 見学プログラム（発行部数：チラシ 10000 部 ポスター200 部） 
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イノー探索プログラム（発行部数：チラシ 10000 部 ポスター200 部） 

 

  

ドローンプログラム（発行部数：チラシ 9500 部 ポスター200 部） 
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（2）各コースの実施内容 

A）世界が驚く OIST へ行ってみよう！見てみよう！ 

日 時 令和 5 年 8 月 23 日（水） 13：30～16：00 

協 力 
沖縄科学技術大学院大学 地域連携セクション 

沖縄科学技術大学院大学 博士課程 4 年 多良 勇輝 氏 

会 場 沖縄科学技術大学院大学 

受講者数 計 19 名 （1 年生 11 名 2 年生 5 名 3 年生 3 名） ※1 名欠席 

内 容 

なぜ OIST へ入学したのか、OIST の学生生活はどのようなものなのか、また、どんな

研究を行っているのかなどを OIST 学生から実際に話を聞いた。その後、研究棟の実際

に実験を行う施設の中や、今春オープンしたばかりの Lab5 の見学などを行った。 

様 子 

参加者のほとんどが OIST に初めて来る高校生であった。講話中も見学中も興味津々に

話を聞く様子が見られ、OIST 入学へ憧れを抱くなどの変化をアンケート結果から見ら

れた。 
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B）ナマコ博士と行く、イノー探索！ 

日 時 令和 5 年 10 月 1 日（日） 12：00～14：00 

講 師 琉球大学熱帯生物圏研究センター 研究員 濱本 耕平 氏 

会 場 大度浜海岸 

受講者数 計 10 名 （1 年生 5 名 2 年生 4 名 3 年生 1 名） ※10 名病欠  

内 容 

沖縄本島中南部の成り立ちについて、その後、磯について解説した。砂浜で足元

に広がる石を拾うとほとんどがサンゴの骨格であること、その骨格同士が癒着し

て大きくなり陸ができることなどを学んだ。磯にでると礁池（イノー）に棲息す

る生物について解説をした。亜熱帯地域特有のカラフルな魚やイソアワモチ、シ

ャコなどを採取して観察し、それらの生存戦略についても解説した。また、講師

の専門であるナマコを観察し、ナマコの研究を行う理由や漁業法上のナマコの取

扱いについても学んだ。 

様 子 

インフルエンザの流行に伴い、当日の体調不良によるキャンセルが相次いだが、

参加した 10 名は熱心に講師の解説を受けていた。今回の参加者は普段から磯に

行く人、そうでない人と様々だったが、専門的な視点で海を観察することに興味

津々であった。講師が積極的に受講者に問いかけることで、参加者もただ聞くだ

けでなく、考えながら知識を身に着けている様子が見られた。構造色や性転換、

生態についての話から研究と法律の関りまでさまざまな視点からイノー探索を楽

しむ様子が見られた。 
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C）ドローン＆プログラム体験！テクノロジー×社会の関わりを知ろう！ 

日 時 令和 5 年 12 月 2 日（土） 13：30～16：00 

講師 株式会社 OCC 施設管理部 部長 比嘉 優正 氏 

受講者数 計 20 名 （1 年生 9 名 2 年生 7 名 3 年生 4 名）  

会 場 うるま市 IT 事業支援センター 

内 容 

座学、ドローン操作、ドローンのプログラミングの 3 部構成でを行った。座学では

ドローンの実社会での活用事例、今後急増するニーズについての講義が行われた。

次に 5 つのグループに分かれ、各自がドローン用のコントローラーを用いてマニ

ュアル操作でドローン（Tello を使用）を飛ばし、ドローンの飛行特性を体感した。

その後、グループ単位でドローンをプログラムし基本的な自動飛行を学習した。学

習後、グループ単位でドローンにどんな飛行をさせるかを具体的に企画し、企画し

た内容を実現するためのプログラムを書き、ドローンに飛行させることを行った。 

様 子 

ドローンの操作では、初めて体験する受講生が多く、緊張しながらも楽しそうに

操作をしていた。プログラミングでドローンを飛行させる際には、受講生が想定

した通りにドローンが飛行しないことも多く、機材の調整、プログラム内容の検

討等、各自が試行錯誤する様子が見られ、ドローン及びプログラミングについて

の理解を深めていることが伺えた。なお、高校生の講座で、プログラミングを題

材とする場合、プログラムの試行錯誤等に十分な時間を取るため、講座の時間設

定について検討する余地がある。 
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（3）アンケート結果 

アンケート結果を抜粋し以下掲載する。 

   

 

心境の変化（抜粋） 

OIST のことを知って、少し入りたいと思った。 

自分も施設が充実しているようなところで研究してみたいなと思った。 

自分が今まで知らなかった分野をしれたり、研究者たちが熱心に研究しているのを見て自分も頑張ろ

うと思えた。 

大学を卒業後、博士をとりにここへ来ようかと考えた。 

グローバルな場所だと改めて感じたし、研究のしやすさが伝わって、入学したいと強く思った。 

一部の海ではなく、たくさんの場所を観察してみたいと思いました。 

もっと海の知識を知りたいと思いました 

ナマコや海の生き物についてもっと知りたいと思った。 

もっと海へ行って色々な生物を観察したい 

プログラムを通して、ドローンやプログラミングについて、もう一度自分の中で考えるきっかけにな

った。 

工学の世界にさらに興味をもてた。 

この経験から操じゅうの難しさや安全面への配慮を感じて他の工学の分野にも活かしたいと思った‼ 

プログラミングとは専門知識が必要で難しいイメージがあったが、ある程度応用では簡単な物もつか

われているので 1 般人でも使用することができると感じた。 

少し興味がわいた。今後の生活に生かしたいと思った。 

ドローンについてあまり何もわからなかったのがもっと興味をもつことができた。 

少し自分とは遠い存在だったドローンなどの ICT 技術が近くなったように感じた。 

ドローンを使ったプログラミングがあることを初めて知り、将来の自分の進路の視野が広がりました 


